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 事故や病気で脳を損傷し、言語・記憶などの機能に障害が起こる「高次脳機能障害」は、

外見では分かりづらく、自分自身で自覚できないこともあります。 

このため、周囲の方から理解されず、日常生活や就労などで様々な支障が出てしまいます。 

「高次脳機能障害」は、早期に発見し、適切な治療やリハビリテーションへとつなげてい

くことが重要です。 

 このたび、名古屋市立大学医学部附属リハビリテーション病院では、ご本人様やご家族の

方、周囲の方などが、気づきや早期支援を行うために役立つ講座を下記のとおり開催いたし

ます。 

 是非ご取材いただきますよう、ご案内申し上げます。 

 
 記 

 １ 日時 

    令和７年６月８日（日） 午前１０時３０分～１２時 ［開場 午前１０時］ 

 ２ 場所 

    名古屋市立大学病院 病棟・中央診療棟３階 大ホール 

    （名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１） 

 ３ 講師 

    なごや高次脳機能障害支援センター アドバイザー  

名古屋市立大学医学部附属リハビリテーション病院 非常勤医師 渡邉 修 先生 

     ※ 高次脳機能障害に係るメディア出演多数 

 ４ 座長 

    名古屋市立大学医学部附属リハビリテーション病院 病院長 山下 純世 先生 

 ５ 定員・参加費 

    ３２０名（先着）・無料 

 ６ 申し込み方法 

    当院のウェブサイトに掲載の申し込みフォームからお申し込みください。 

         申込フォーム： https://e-ve.event-form.jp/event/103988/ncuph 

  ７ その他 

    詳しくは、当院のウェブサイトをご覧ください。 

https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/rehab/ 

 

【問い合わせ先】 担当：経営課経営係  黒田 丈博 

電話：052-680-9918 

「高次脳機能障害」への気づきと早期支援のための 
市民公開講座を開催します 

 

https://e-ve.event-form.jp/event/103988/ncuph
https://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/rehab/


〜 高次脳機能障害への気づきと早期支援のための 〜

市民公開講座開催

市民公開
講座の
ご案内

見過ごされがちな

脳の変化

交通事故や病気のあとに

怒りっぽくなった…

やる気が出ない… なぜか分からない…

それは高次脳機能障害のせいかもしれません。

日時 令和7年6月８日 (日)
【開 場】10︓00〜
【講 演】10︓30〜12︓00

参加無料
先着申込
320名

来場者限定
ノベルティ
グッズ

プレゼント

場所 名古屋市立大学病院
病棟・中央診療棟3階 大ホール
名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１
地下鉄桜通線「桜山」駅下車3番出口よりすぐ
＊お車でお越しの際、駐車料金はご本人のご負担と
なります。予めご了承ください。

申込2次元コード

＊イメージ

講師 渡邉 修なごや高次脳機能障害支援センターアドバイザー
名古屋市立大学医学部附属リハビリテーション病院 非常勤医師
※高次脳機能障害に係るメディア出演多数

座長 名古屋市立大学医学部附属リハビリテーション病院
病院長 山下 純世

先生

先生

主催︓ お問い合わせ先︓
052-680-8123
(病院代表電話)


